
船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年１月２７日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委    員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２２年６月１４日 ０８時４０分ごろ～１２時００分ごろの

間） 

発生場所 山形県鶴岡市加茂港沖 荒埼灯台から真方位３２０°１,５００ｍ付近 

（概位 北緯３８°４６.５５′東経１３９°４２.６６′） 

事故調査の経過 平成２２年６月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

漁船 恵比須
え び す

丸、０.４トン 

 ＹＭ３－４５５５、個人所有 

 ５.４９ｍ（Lr）×１.５４ｍ×０.５７ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、３０kＷ（漁船法馬力数）、平成６年３月２７日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７８歳 

一級小型船舶操縦士、特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 昭和５３年２月７日 

  免許証交付日 平成２１年５月１１日 

（平成２７年２月２８日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、仕掛けていた刺し網の揚収を行うた

め、平成２２年６月１４日０８時３０分ごろ、加茂港金沢地区を出航し

た。 

 

本船は、帰港予定時刻の１０時００分を過ぎても戻らないため、船長の

家族の依頼により、僚船による捜索が行われ、１２時００分ごろ、本船と

本船の付近海面に救命胴衣を着用し、うつ伏せで浮いている状態の船長が

発見された。 

船長は、僚船に救助されて病院に搬送されたが、死亡が確認された。 

死因は急性循環不全と診断された。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東北東、風力 ４、気温 約２０～２６℃ 

 海象：うねりの波高 約１ｍ、水温 約２１℃ 

 その他の事項 本船は、通常約１０ノットで航行しており、漁場は、加茂港から約１０

分の場所であった。 

本船は、その場所に設置していた刺し網２０反のうち、１３～１５反を

船内に揚収した状態で発見されたが、揚網機は止まっていた。 
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 船長は、ふだんから救命胴衣を着用していた。 

船長は、心臓ペースメーカーを使用していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

不明 

不明 

死因は、急性循環不全と推定された。 

本船は、０８時４０分ごろから加茂港沖の漁場

において揚網作業を始め、１２時００分ごろ、同

漁場において、本船の付近の海上で船長がうつ伏

せで浮いていたところを発見されたことから、こ

の間において、船長が急性循環不全を発症したも

のと考えられるが、発症したのが落水前か落水後

かは、明らかにすることができなかった。 

なお、本船は、揚網が終了していない状態であ

ったものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が加茂港沖の漁場において揚網作業を行っていた際、船

長が急性循環不全を発症したことにより発生したものと考えられる。 

 




